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we stlldied the texture of silicified cbert rocks, Fujii and Fukui quartzite
in Fukui

prefecture, Toyane quartzite in Gifu Prefecture, and Tamano quartzite in Aichi Prefecture･

A preliminary study of the polarizing microphotograph of thin sections of quartzite

indicates that:

( 1 ) Fujii and Fukui quartzite consist chiefly of minute particles of crystal quartz

about 0.5 to lOOFL Or more in diameter but mostly between O･5 and 3p･ Large

particles in diameter are arranged as a vein･

(2) Toyane quartzite consists of particles of crystal quartz about 10 to 40FL Or more

in diameter but mostly between 10 and 20FL.

(3) Tamano quartzite has the mosaic texture that consists of small groups of same

crystal quartz in diameter. This quartzite consists of crystal quartz about 20-200FL

or more in diameter.

1.ま え が き

地裁のもっとも主要な成分はケイ酸(SiO2)であって,

ケイ酸を主成分とする岩石は種類も多く,分布も広い

が,そのなかでケイ酸分が多く,爽雑物のすくない特殊

の組織,組成を有するもののみがケイ石(珪石)資源と

して利用されている｡

ケイ石はセキエイ(石英)を主成分とする鉱石の俗称

で,窯業原料のなかで,重要な位置をしめている資源の

一つであるo そして,その組成,組織によって多くの種

類があるが,資源としての利用範囲は,量的な問題,級

成,組織からくる種々の性質等VL-より,限定される｡

チャ-トはわが国の古生層中に広く分布して産出する

堆積岩の一種で,その主成分はケイ酸であり,セキエイ

の微細結晶により構成され,酸化アルミニウム,酸化

秩,その他の成分を5-20%含むことが普通で,一般に

は特殊な用途をもつことがない｡

等者等はチャ-トの組成,組織をはじめとし,それの基

本的な性質を把握し,新用途の開発研究を進めることを

本研究の目的とした｡その第一段階として,従来,窯業

原料,その他の資源として利用されているチャート質珪

石の代表的数例をとりあげ,その組成,組織,性質等を

調べた｡
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ここに,その結果の概要を報告する｡

2.試 料

2.1.位置,地質,および現況

次の4地区について調査をおこなった｡

A.福井県藤井ケイ石

福井県南条郡今庄町

位置関係は Figl-a の如くである｡

北陸本線今庄駅近くに鉱山事務所があり,粉砕設備を

もった積込場まで駅より引込線が入っている｡積込場か

ら大鶴目谷VLそって東方に約3km行ったところに採掘

場がある｡採掘されたケイ石は索道を通って採掘場下の

水洗場にはこばれ,そこから積込場-はこばれる｡

山田正春1)によれは,この地区の地質は古生界石炭系

に属する岩層,およびこれを被う第4紀層によって構成

され,石炭系に属する岩層は,下から,砂岩粘板岩互

層,珪質岩類,砂岩層よりなっている｡そしてチャート

は珪質岩類の主体をなしている｡

本鉱山は昭和19年に起業され,藤倉山のふもとでフェ

ロシ1)コン用として採掘され,戦後,立地条件と品位向

上のため,現在の焼尾山にうつった｡産出珪石は主とし

てフェロシ1)コン用,リン化製品副原料用,セメン帽り
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(d) Tamano

Fig. 1 Locality of quartzite and chert.

原料,人造珪砂鋳造用に使用されている｡現在の経営者

は藤井鉱業株式会社である｡

B.福井県福井ケイ石

福井県南条都南粂村

位置関係は Figl-b の如くである｡

北陸本線鯖波駅近くに事務所があり,駅より奥野々川

に沿って約4kmの奥野々に採掘場があるo

地質については明らかではないが,古生界のチャート

部分を鉱床としている｡

採掘は昭和35年より始めて,現在に至る｡用途は主と

してセメント原料用である｡経営者は福井珪石鉱業株式

会社

c.岐阜県鳥屋根ケイ石

岐阜県多治見市下沢町字鳥屋板

位置関係は Figl-C の如くであるo

中央線多治見駅より約4kmの南東郊外の鳥屋扱が採

掘場であり,この間, 3kmはバスの便がある｡

この地区の地質は古生層であり,チャートが主体とな

って鉱床を形成している｡地質の下部はチャート,粘板

岩,砂岩,およびこれらの互層であり,その上V-ヒン岩

岩豚,その上に第3紀層,沖積層,砂, vキ,粘土類か

らなっている｡

D.愛知県玉野ケイ石

愛知県春日井市高蔵寺,位置関係はFigl-d の如

くである｡

国鉄中央線高蔵寺駅の東北東約3km,定光寺駅から

は南西約0.8kmのところにあるo

この地区の地質は古生層,花南岩,およびこれを不整

合におおっている第3紀層と,第4紀沖積層から構成さ

れている｡

昭和14年頃より東海工業株式会社により採据されはじ

めたが昭和18年頃より産額が減少しはじめている｡用途

は一般ガラス用,特殊ガラス用,シェルモールド用t
一

般鋳型用として用いられているo経営は東海工業株式会
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社である｡

2.2.試料外観

A.福井県藤井ケイ石

良質のケイ石の外観ほ白色-灰白色を呈する｡赦密堅

硬で破面はガラス状光沢を示す｡セキエイの結晶粒はお

おむね観察されない｡粘板岩の薄層が存在する箇所のチ

ャートは片状構造を有し,外観は爽雑物を含むため,蘇

負,黄色,褐色,黒色等を呈する｡

B.福井県福井ケイ石

外観は白色-灰白色を呈し,敵密で光沢がみられるo

汚染VLより表面が黄褐色を呈するものも,内面は白色で

ある｡

c.岐阜県鳥屋根ケイ石

最も良質なチャート部分はチャート優勢帯の互層部分
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の一一部にあたり,外観は乳白色,灰白&,黄褐色を呈す

る｡指さわりはなめらかで脂肪感をもっているo

粘板岩層にはさまれたところのチャートは若干,軟質

となり,黄色を呈し,指VLよる触感はザラザラし,水むこ

て容易に表面のセキエイ粒をこすりおとせる.

D.愛知県玉野ケイ石

軟ケイ石化しており,指でこするうちにセキエイ粒が

こすりおちてくる｡全体に黄視色がかっている｡頁岩質

層の近辺では淡緑色を呈しているものもあるo

･ 2.3.化学組成

各ケイ石の化学組成をTablelに示すo外観のこと

なるものを採取したので,分析値はその鉱床の代表値を

あらわしていない｡

Tabie 1 Chemical composition of quartzite and chert･

3.組 織 観 察

偏光顕微鏡,電子顕微鏡･ Ⅹ線マイクロアナライザ←

により,各試料の組織,成分をしらべた｡

電子顕徴鍬こよる観察は,新しくつくった平滑な破面

を50loのフッ酸V-より8分間エッチし･それをCr-C2

段レプリカ法で直接倍率2000-5000で写真撮影をしたo

x線マイクロアナライザーによる観察は･試料表面を

平滑VL研磨し,カーボン蒸着をほどこし,島津製作所襲

ARL_EMXにより,
Al, Fe, Mg, Mn,の分布をしら

べた｡

3.1.福井県藤井ケイ石

偏光顕微鏡観察によれは,セキエイの粒径は数FL～

200ILl(こわたり,粒径により3グループにわけられるo

赦IL-loll(A), 20-SOFA(B), ヰop-200IL(C)で,その

なかでAのグルー7oが組織の主体をなしているo
B･ C

のグループは泳状に配列し,わずかのものは小集団を形

成している｡

Aグル-プの微粒部分は倍率40×10でも粒径の判定が

困難である｡そして顕微鏡のステ-ジを回転することに

より, Aグループの部分v-球しょう状のものがあらわ

れ,更に回転すると別のところにあらわれる｡球しょう

を構成するのは微細なセキエイ群である｡ Aグループ内

で玉ずいと推測されるものがみられる｡それは放射線状

にせんい状結晶の集合した球状の部分や細い柱状にみえ

る微粒の部分として観察される｡

B, Cのグループは腺状配列,ないしは小集団を形成

する｡脈状配列の縁辺部分と中心部分とではセキエイの

粒径がかなりことなり,一つの例では直径比1 :20程度

もある｡泳状配列の縁辺部分は微粒のセキエイが櫛状*

に配列している｡そして,その櫛の一つ-一つが,ある範

囲において,同一消光をしめす｡

櫛状配列が2列, 3列になった場合も観察される｡珪

酸に富み,白色-灰白色を呈する珪石は寂徴鏡下におい

-* ｢櫛｣の用語例として吉木文平｢鉱物工学｣ p132,

昭和38年,技報堂がある｡
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Fig. 2 Microphotographs of chert. Crossed nicols x500.

Fig. 3 Electron
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Fig. 4 Th8 Sample current image and the characteristic X-ray

image of Fe, Al. Ace voltage 20kV. ×175.
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て,頼経物はほとんど認めらjtないo 肉眼で,しまもよ

うが観察されたり,また黄色とか赤色を呈しているケイ

石は,蘭徴ErFで,わずかではあるが爽雑物が認められ

る.爽雑物は微粒のセキ工イ布分忙多いo

Fig.2 に偏光顛徴流写葵をしめす,

Fig.2-& は数FLのセキエイ部分であり,セキエイ

の形状は微細では,,きりしないo顕微鏡のステーSji･L回

転することにより,各簡域ごと忙消光をするoFig12-b

は肱状配列の例であるo駄状醗列をこついては総括でふれ

る｡爽雑物は肱状配列をとっているセキエイ群上にはす

くなく,泳状配列をとっているセキエイとそうではない

セキエイとの境界iこみられるo爽雑物は微量ではっきり

確認はできないo顕徴鏡下で黄鼠色を呈し,伸長方向に直

消光を示す微細な針状結晶,および男褐色不透明鉱物と

が観察される. Fig.2-Cは駄状配札 および小集団を

しめすo Fig.2-dは放射線状Fこせんい状結晶の集合し

た例である｡

Fig,3-& Fこ電子顕微鏡写真をしめす｡

数Ft程度の微粒部分をみたものであり,径の大きなセ

キエイ粒は集まり,その周閃を微粒セキエイがうめてい

る.藤井ケイ石のうち,とく忙洪赤色がかったものⅩ簸

7イクロアナライザーで調べたのがFig.4-aである,

Alの分布はほとんどみられず, Feの広汎な分布がみら

)1るcすくなくとも,この淡赤色はFeの/ji柳こよるも

のであり, Table.1のFeO3 2.06%とも相応ずるo

3.2.福井県福井ケイ石

偏光朗徴鏡観察によa'Lぱ,セキエイの粒径は数p-

200ILにわたり,粒径Iこより3グル-プにわけられるo

数IL-loll(A), SOIL-尽OIL(B), 150-200l⊥(C)で,そ

のなかでAのグループが組織の主体をなしているo Fig･

s-&は微粒部分をみたものである｡ Fig･3-bに電子

頚徴鋲写真を示すo数FL-10F▲程度の粒の集合状況であ

り.粒子境界は凸凹が激しい｡観察される孔は0･2J↓-

o.4JL程度で外形の不挽則なものは亀裂を伴う場合が多

くみられるも,その亀熟ま短く.外界と孔との連結の役

割を果していない｡

3.3.肢阜鳳島屋現ケイ石

偏光顕徽顔観察Fこよれば,セキエイの粒径は10JL-40

FLの範囲にbたり,そのうちで10FL-皇oll(A)の粒が組

織の主体をなし, 20FA以上(a)の粒が小集団ないし駄状

配別をとっている｡粒の形はよくそろい,紐皮分布の暗

もせまい.観察される駄状配列は藤井ケイ石の場合とこ

となり,セキエイの担が飛び石のように配列するときと,

同じ位の大きさのセキエイ粒が集合して配列するとき

とがある｡そしてJ泳状部分の縁辺部分と中心部分とでは

粒径の大きなちがいはないb櫛状紅配列する微粒セキ工

Fig. 5 Microphotographs･ Crossed nicols･ ×500･
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イも観察されない｡

珪酸に富み,かつ乳白色のケイ石は顕微鏡下におい

て,爽雑物はほとんど認められない｡黄褐色のケイ石で

は顕微鏡下において,微細な赤黒色の不透明鉱物の存在

が観察される｡ Fig.5-b は泳状配列をみたものであ

る｡

電子顕微鏡写真をFig.3-C に示す｡セキエイ破面

はなめらかなものと起伏にとんだものとが,観察され

る｡存在する小孔は0.1-0.2〝程度のもの,および

o.o5〃.前後のものとが観察され.孔の形状は不規則であ

り,わずかではあるが,孔の周囲V-短い亀裂を伴ってい

るものもある｡そして孔はそれ自体 外界から孤立して

いるo X線マイクロアナライザーで調べたのがFig･4

-bである｡白色ケイ石の上にしまもようがあるのを試

料としたo Fe, Al, Mg, Mnのうち, Mg, Mn はほと

んど認められず,しまもようの上に中心部Alの分布,

その周辺をFeが分布することが観察されるo

3.4.愛知県玉野ケイ石

偏光顕微鏡観察によれば,セキエイの粒径は20FL-230

FLにわたり,粒径により3グループにわけられるo
20.-

SOIL(A), 30-60FL(B), 60-200FL(C)で,そのなかで

B, Cのグループが多い｡ A, B, Cのグループは各々

小集団を形成し,それらがいりまじったモザイク状組織

を形成している｡

セキエイの表面は小さな気泡ないし液泡がごみのよう

に散在するものも観察される｡

小集団の集合によるモザイク組織の部分v-爽雑物が多

い｡この爽雑物は微粒のものから,それらの集合したも

のまで,観察されるが,多色牲が強く,振動方向により

淡黄-褐色,褐色-赤視色-濃褐色に変化することなど

から黒雲母であろうと推定される｡爽雑物はセキエイと

セキエイとの境界に位置し,境界の多い微粒セキエイ群

中に多数散在する｡偏光顕微鏡写真をFig･5-C, 5-

dに示す｡

電子顕微鏡写真をFig.3-d に示す｡ /ト孔の径は

o.1-0.2IL,およびそれ以下の孔とがあり,前者の孔の

形ほ球状のものと,不規則のものとがあり,後者は球状

のものが多い｡外界と孔とのつながりについては鳥屋板

ケイ石の場合と同じである｡

褐色のケイ石についてのⅩ線マイクロアナライザーの

結果をFig.4-C に示す｡ Fe,
Al, Mgが一面に分布

しており, Mg は黒雲母によると思われる｡

4.総 括

藤井ケイ石,福井ケイ石は類似の組織を有し,玉ずい

を含む数IL以下の微粒セキエイよりなり,数10FLのセキ

ェイ群が泳状配列をなしている｡
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鳥屋板ケイ石は粒度のよくそろった組織をなし一 組織

の母体は10-20/▲のセキエイ群であり,それよりも大き

なセキエイは飛び石状ないし,珠数状の配列をとってい

る｡

玉野ケイ石は20-200ILのセキエイよりなり,粒径の

近いセキエイ群が各々小集団を形成し,それらのいりま

じったモザイク組織を形成している｡

泳状配列として観察されたのは次の6種であり,図例

をFig.6 に示す｡

a
b

a

0
0

9

C)

8

C

A
Fig. 6 Sketch of vein observed under

microscope.

(1)くし状塾

(a)単一-くし状の配列(Eig6-a)

(b)複数のくし状配列(Fig6-b)

(2)珠数状型

(a)セキエイが1ケずつ珠数状に配列する｡ (Fig.6

-c)

(b)珠数が集合し,集団を形成｡ (Fig. 6-d)

(3)混合型

(a)珠数状配列の両側に微粒セキエイがくし状に配列

したもの(Fig.6-e)

(b)珠数の集団化したものの両側vLセキエイがくし状

むこ配列したものo複数のくし状配列をも含むo

(Fig. 6-f)

藤井ケイ石,福井ケイ石では(1)-a, (1)-b, (3)-

a, (3)-b,鳥屋板ケイ石では(2)-a, (2)-b が多く

観察された｡
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以上,組織の面からのみ追求したが,組織と物性との 文 献

関連については後日,報告する予定である｡ 1)山田正春;地質調査所月報, 5 〔11〕53-56昭和29

なお,本研究は文部省科学研究助成金によったもので 年｡

ある｡


